
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

 
【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成31年２月13日

【四半期会計期間】 第12期第３四半期(自　平成30年10月１日　至　平成30年12月31日)

【会社名】 アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社

【英訳名】 ARCHITECTS STUDIO JAPAN INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　丸山　雄平

【本店の所在の場所】 東京都港区浜松町二丁目７番５号

【電話番号】 03-6848-9500（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員　管理本部長　　山口　裕司

【最寄りの連絡場所】 大阪市北区堂山町３番３号

【電話番号】 06-6363-5701（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員　管理本部長　　山口　裕司

【縦覧に供する場所】 アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社　大阪支店

（大阪市北区堂山町３番３号）

 

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
 

 

EDINET提出書類

アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社(E30119)

四半期報告書

 1/12



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期
第３四半期
累計期間

第12期
第３四半期
累計期間

第11期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 （千円） 909,011 799,695 1,286,678

経常損失（△） （千円） △109,796 △100,717 △78,686

四半期(当期)純損失（△） （千円） △110,894 △101,815 △246,175

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 427,755 427,755 427,755

発行済株式総数 （株） 1,614,750 1,614,750 1,614,750

純資産額 （千円） 963,238 725,933 827,873

総資産額 （千円） 1,221,799 935,245 1,164,170

１株当たり四半期(当期)純損失
(△）　

（円） △69.06 △63.15 △153.10

潜在株式調整後１株当たり四半期(当
期)純利益

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 78.8 77.6 71.1
 

 

回次
第11期
第３四半期
会計期間

第12期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

1株当たり四半期純損失（△） （円） △36.39 △37.50
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続き、各種政策効果もあって景気は緩や

かな回復基調にはあるものの、海外経済や金融資本市場における不確実性等、先行きは依然不透明な状況となって

おります。

住宅業界におきましては、平成31年10月に予定される消費税率引上げに伴う経過措置等への関心も想定されるな

か、新設住宅着工戸数はおおむね横ばいの状況で推移いたしました。

このような状況の中、当社は建築家情報空間「ASJ CELL」を中心に建築家による作品展示会や各種セミナー等を

引き続き実施し、イベント来場者や提携先等の紹介によって獲得した富裕層を中心としたアカデミー会員へ当社が

直接プロデュースを行うことで、より顧客満足度の高いサービスを提供し受注促進を図ってまいりました。

また、ホームページにおける顧客サービスサイトの機能と価値向上に努め、ウェブユーザーへの需要喚起と新規

アカデミー会員の獲得に注力いたしました。

 しかしながら、スタジオの新規加盟契約の伸び悩みと既存スタジオの退会により、スタジオネットワークビジネ

スに係る業績は低調に推移いたしました。

 当第３四半期累計期間においては、主として加盟スタジオにおける工事請負契約の獲得が前年同期を下回り、工

事請負契約ロイヤリティ売上が前年同期に比べ減収となりました。また、加盟スタジオによるイベント開催数等の

減少もあり、売上高は799,695千円（前年同四半期比12.0％減）となりました。

損益面については、販売費及び一般管理費の削減に努めましたが、営業損失は97,790千円（前年同四半期営業損

失128,008千円）、経常損失は100,717千円（前年同四半期経常損失109,796千円）、四半期純損失は101,815千円

（前年同四半期純損失110,894千円）となりました。

なお、当社はＡＳＪ建築家ネットワーク事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しており

ます。

 

財政状態につきましては、当第３四半期会計期間末における総資産は935,245千円となり、前事業年度末と比べて

228,925千円減少いたしました。

流動資産は前事業年度末に比べ、253,555千円減少し、742,691千円となりました。これは主として現金及び預金

の減少120,205千円、売掛金の減少68,943千円、未収入金の減少38,160千円等によるものであります。

固定資産は前事業年度末に比べ、24,630千円増加し、192,553千円となりました。これは主にソフトウェア開発に

伴うソフトウェア仮勘定の増加12,844千円等によるものであります。

当第３四半期会計期間末における負債合計は209,311千円となり、前事業年度末と比べて126,986千円減少いたし

ました。これは主に未払金の減少81,534千円、その他負債の減少30,714千円等によるものであります。

当第３四半期会計期間末における純資産は725,933千円となり、前事業年度末と比べて101,939千円減少いたしま

した。これは主に四半期純損失101,815千円を計上したことによるものであります。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000
 

 

②  【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成31年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,614,750 1,614,750
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数は100株で
あります。

計 1,614,750 1,614,750 － －
 

(注) １. 発行済株式のうち、20,000株は現物出資（投資有価証券 20千円）によるものであり、18,750株は現物出資  

（金銭報酬債権及び金銭債権30,000千円）によるものであります。

２．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 　　　　 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年10月１日～
平成30年12月31日

－ 1,614,750 － 427,755 － 426,685
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　3,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,610,800 16,108
権利関係に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あります。

単元未満株式 普通株式 350 － －

発行済株式総数  1,614,750 － －

総株主の議決権 － 16,108 －
 

(注)1.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

２.単元未満株式の普通株式には、当社所有の自己株式25株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

 

平成30年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株
式）　　　ア－キテク
ツ・スタジオ・ジャパ

ン株式会社

東京都港区浜松町二丁目
７番５号

3,600 ― 3,600 0.22

計 － 3,600 － 3,600 0.22
 

 
 

２ 【役員の状況】

 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　（1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 管理本部・事業開発本部所管 長尾　康三 平成30年６月30日
 

 

　（2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

 男性７名　女性０名　（役員のうち女性の比率０％)
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年10月１日から平成30年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 553,072 432,867

  売掛金 240,869 171,925

  商品 3,432 4,860

  未収入金 147,824 109,663

  その他 73,218 53,951

  貸倒引当金 △22,169 △30,576

  流動資産合計 996,247 742,691

 固定資産   

  有形固定資産   

   工具、器具及び備品（純額） － 656

   有形固定資産合計 － 656

  無形固定資産   

   ソフトウエア － 4,203

   ソフトウエア仮勘定 － 12,844

   無形固定資産合計 － 17,048

  投資その他の資産   

   差入保証金 109,467 114,319

   その他 75,950 72,267

   貸倒引当金 △17,494 △11,738

   投資その他の資産合計 167,923 174,848

  固定資産合計 167,923 192,553

 資産合計 1,164,170 935,245

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 22,097 10,664

  未払金 197,285 115,751

  未払法人税等 6,136 3,185

  賞与引当金 3,643 5,095

  工事完成保証損失引当金 6,462 4,655

  その他 100,673 69,958

  流動負債合計 336,297 209,311

 負債合計 336,297 209,311

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 427,755 427,755

  資本剰余金 426,685 426,685

  利益剰余金 △26,415 △128,231

  自己株式 △151 △274

  株主資本合計 827,873 725,933

 純資産合計 827,873 725,933

負債純資産合計 1,164,170 935,245
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 909,011 799,695

売上原価 147,319 121,723

売上総利益 761,692 677,972

販売費及び一般管理費 889,700 775,763

営業損失（△） △128,008 △97,790

営業外収益   

 受取利息 211 210

 保険返戻金 18,789 2,278

 その他 11 0

 営業外収益合計 19,012 2,489

営業外費用   

 前払費用一時償却額 － 5,416

 株式交付費 800 －

 営業外費用合計 800 5,416

経常損失（△） △109,796 △100,717

税引前四半期純損失（△） △109,796 △100,717

法人税、住民税及び事業税 1,098 1,098

法人税等合計 1,098 1,098

四半期純損失（△） △110,894 △101,815
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日

 至 平成29年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年４月１日

 至 平成30年12月31日)

減価償却費 19,401千円 180千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社は、ＡＳＪ建築家ネットワーク事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日

 至 平成29年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年４月１日

 至 平成30年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △69円06銭 △63円15銭

(算定上の基礎)   

四半期純損失(△) (千円) △110,894 △101,815

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純損失(△) (千円) △110,894 △101,815

普通株式の期中平均株式数(株) 1,605,776 1,612,276
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成31年２月13日

アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 堀　　内　　計　　尚 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 余　　野　　憲　　司 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアーキテクツ・

スタジオ・ジャパン株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第12期事業年度の第３四半期会計期間

（平成30年10月１日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アーキテクツ・スタジオ・ジャパン株式会社の平成30年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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